
 

 

 

 

 

 

令和８年５月１８日（月）発行  No. ４ 文責 校長 合田 真晃 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小 HP 

５月１４日（木）は春の遠足でした。この日は、さわやかな日差しが降り注ぐ、本当 

に気持ちのよい最高の遠足日和となりました。 

  

左：１年生 

かしわ公園 

【往復３ｋｍ】 

右：２年生 

中央公園 

【往復４ｋｍ】 

春の遠足には、「楽しい思い出をつくる」という目的だけではなく、実は学級づくりの上で大切な意味

があります。新しい友達や先生と一緒に時間を過ごし、約束やきまりを守って集団で活動することで、

互いの理解が深まり、絆やチームワークが育まれます。だからこそ、この“春”の遠足は、これからの

学校生活の土台をつくる非常に大切な行事だと言えます。その点から見ても、今回の遠足はどの学級も

大成功だったのではないでしょうか。（写真の子どもたちの姿から、その様子を感じ取っていただけると幸いです。） 

一段と深めた絆を力に変え、これから運動会に向けての取組が本格的に始まります。６月６日（土）

の運動会が素晴らしいものになるよう全校みんなで頑張ります。応援をよろしくお願いいたします。 

左：３年生 

すずらん公園 

【往復６ｋｍ】 

右：４年生 

宝来中央公園 

【往復８ｋｍ】 

左：５年生 

札内北公園 

【往復９ｋｍ】 

右：６年生 

いなほ公園 

【往復９.４ｋｍ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 小学校では、かつては学級担任が全ての教科を教える形が中心でした。しかし現在は、ALTによる外国

語の授業や専科教員による指導など、複数の教員が関わりながら子どもたちを支える場面が増えています。 

 これは、単に授業を分担するためだけではありません。子どもたちにとって、多様な大人と関わりなが

ら学ぶことには非常に大きな意味があります。例えば、教科ごとの専門性を生かした授業に触れることで、

「もっと知りたい」「やってみたい」という意欲が高まります。また、先生によって考え方や伝え方、得

意なことが異なるため、子どもたちはさまざまな価値観や表現に出会うことができます。さらに、一人の

担任だけでなく複数の教員が子どもの姿を見取ることで、多面的に子どもの成長を捉えやすくなります。

「この場面で頑張っていた」「こんなよさが見られた」といった気付きが 

広がり、子ども自身の自信や安心感にもつながっていきます。 

 そして、このような「多くの大人との関わりの中で子どもを育む」とい 

う考え方は、学校の中だけにとどまりません。ＰＴＡや地域の皆様とのつ 

ながりもまた、子どもたちの学びや成長を豊かにする大切な力です。様々 

な大人との関わりの中で、子どもたちは安心感や社会性、自分の役割を実 

感しながら育っていきます。これからも、学校・家庭・地域が力を合わせ、 

子どもたちの成長を様々な角度から支えていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日行われた各班ごとの話し合いでは、同じ作物でも複数の品種を育てる、育成条件を変える（肥料の

有無、マルチの有無、水やりの多少）など、それぞれの子どもたちが抱いている疑問をもとに課題を設定

しました。これにより、これまで行ってきた観察活動にも、「比較」という新たな視点が生まれるため、

より意欲的な学びにつながることが想定されます。また、今後活動を進める中で生まれてくるであろうた

くさんの疑問も大切に扱い、必要に応じて書籍やインターネットなどから情報を収集しながら活動を進め

るなど、しっかりと丁寧な学びを構築していきたいと考えています。それぞれの子どもたちが意欲的に学

び、さらに思考が広がっていくような、愛国小ならではのあぐり活動にしていきたいです。 

今年度のシェフとの調理とあぐり発表会は、９月１７日（水）を予定しています。子どもたちの半年間

の頑張りに期待していてください。 

 

 

 子どもたちのチャレンジは学校だけにとどまりません。少年団や習い事など、どんな取組も全てが子ど

もたちの経験となり、成長につながっています。「東小だより」では、そういった校外の活動の中での活躍

を今年度も紹介していきたいと思っています。大会やコンクールの結果等、紹介可能なものがありました

ら、ぜひ校長室まで報告に来てください！（賞状やメダルなどがある場合は、学校へもたせてください） 
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子どもの詩 サイロ５月入選 

No.７９７ 掲載 
 

Ｔ・Ｈ さん（２年） 

Ｔ・Ｋ さん（５年） 

 

 右の写真はＡＬＴのダニュエル先生との授業の一コマ。ひと昔前であれ

ば、きっと「がいじん」なんて言って怖がっていたかもしれません。しか

し、今の子どもたちは、｢ダン先生～！｣と喜んで近づいていってコミュニケ

ーションを取ります。子どもたちの未来がとても楽しみになる瞬間です。 

 


